
新型コロナウイルス感染症
集団感染の事例報告

小規模多機能ホームほほえみ 小場佐 真一



感染拡大から収束までの時系列



８月１２日時点のゾーニング

戻る



感染拡大から収束までの時系列



８月１４日時点のゾーニング



８月１４日時点のゾーニングの様子②



８月１４日時点のゾーニングの様子③

戻る



感染拡大から収束までの時系列



・ゾーニングはシュミレーションとは違う

・ビニールで間仕切りを換気がしにくくなった。
ガウンでの業務は 熱くて息苦しい。

・急変に備えて早めに対応する事が必要

感染対策についての内部研修の様子



①ゾーニングはシュミレーションとは違う

②ビニールで間仕切りを換気がしにくくなった。
ガウンでの業務は 熱くて息苦しい。

③急変に備えて早めに対応する事が必要

ほほえみ職員の反省や感想



④利用者もマスク着用を徹底

⑤防護服の着脱の練習が必要

⑥利用者全員を居室隔離しなくてはいけなかった。

ほほえみ職員の反省や感想②



感染拡大の原因について



他の介護事業所でも似た事例が起こっている

集団感染を経験しての所感

感染対策と介護の間のジレンマ



自宅へ訪問 体力維持 家族との連絡

自宅待機中、個室隔離中の利用者の生活



コロナ禍の介護の仕事において、とても大切だと思ったこと

まとめ


